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が、イブがつまんでいる実は小さなナツメのようなものである。しかし、ティ
ントレットが16世紀の中期に描いた「アダムとイブ」では、イブがはっきりと
テニスボール大のリンゴを手にしている。ティントレットは見慣れたリン
ゴをイメージしたのかもしれない。それ以前の14世紀の宗教画にはゴルフ
ボール大に描かれているものもある。下って17世紀のベルサイユ宮殿の庭
でリンゴを収穫している図になると、ようやく現在のリンゴ並みの大きさに
描かれている。　
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